
＜アブラムシをめぐる、生き物のつながり＞

前回予告しました、テントウムシやアブラムシなどのつながりについてお話したいと思います。

ひたち野うしく小 4 年生の観察で「テントウムシはどんな所にいるの？」と聞かれ、「今の時期は、

アブラムシがたくさん付いているところを探すといいよ。」と答えると、一生懸命探していましたね。

アブラムシがテントウムシのエサだということを知っている子もたくさんいました。

①アブラムシを食べるテントウムシ

左はセイタカアワダチソ

ウにつく赤いセイタカアワ

ダチソウヒゲナガアブラム

シを捕まえて食べるナナホ

シテントウ。次から次へと

食べていきます。アップで

見ると怖いくらいです。

右はギシギシにつくアブラ

ムシを食べているナミテント

ウ。仲間が食べられていても、

近くの他のアブラムシは逃げ

る様子がありませんでした。

テントウムシは幼虫もアブ

ラムシを食べます。下左はヒメカメノコテントウ、下右はナナホシテ

ントウの幼虫で、どちらも昨年の今頃、牛久自然観察の森で撮影した

もの。こちらも次々と食べていきますが、それでもアブラムシがいな

くならないのは、それだけたくさんのアブラムシが次から次へと生ま

れてくるからなのでしょう。そのお話もいつかしてみたいですね。
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